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要 旨

近年, 遠隔教育は , 通信技術 の著しい 進歩と生涯学習 - の期待の 高まり の中で各方面か ら注目を
集めて い る o われわれ が大学開放の あり方に つ い て考えるとき, C A T V ある い は パ ソ コ ン 通信を
使 っ た遠隔教育シ ス テム は その 有力な手段 となりうる｡

本稿 では, い く つ か の 遠隔教育 の事例をそ の学習形態を中心に概観し, 本学で行 っ て い る ｢ 遠隔
双方向教育シ ス テム ｣ の 研究に つ い て述 べ るとともに, パ ソ コ ン

.
通信が生涯学習を支援する教育用

メディ アとして持 つ 可能性を検討し, 新しい ｢ 生涯学習支援シ ス テム ｣ - の 構想とそ の応用を考察
する｡
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I
.
は じめ に

198 9 年4 月に発足した第14 期中教審の生涯
い

学習小委月会は, 生涯教育の 基盤整備 を主要

な柱 の 一

つ と した ｢ 中間報告｣ を同年1 0月 に
2)

提出し,
一

般社会人 - 学習情報 ･ 学習機会を

より多く提供する ため, 中心機関となる ｢ 生

涯学習セ ン タ ー

(仮称) ｣ 設置の 構想を提言し

た o 同報告に は, 生涯教育 へ の 制度的な対応

が示 され, 生涯学習 シス テム の確立 に向けた

本格的な体制整備 が提案されて い る｡ こ の 背

景に は, 企業に おける従業月の絶 え ざる新た

な知識 ･ 技術 習得 の必要性 , 余暇時間の 増大

で,
一 般人の 学習 - の欲求 が高ま っ て きて い

る事実, さ らに は高齢化社会 - の移行 と技術

革新に伴う高年齢者再教育の 必要性 など いく
3)

つ か の 要因が存在する｡

生涯学習 セ ン タ ー の 受け皿 として, 先ず候

短期大学開放セ ン タ ー

補にあが る の は全国にあ る短期大学であろう

こ とは, 19 93 年以降に迫る学生数の 減少 , 高

等教育機関と して の 短大 の あり方の検討 の動
4)

きなどか ら容易 に予想する こ と が できる
｡

本稿 は, こ の ような社会背景の もとに われ

われが, 広く
一

般人に対して教育 ･

学習上 ど

の ような役割を果 たし, い か なる貢献をなす

こ と が で きるか に つ い て考察するも の で あ

るo 第2 章では , 今 日の 遠隔教育を学習形態

に焦点を当て ながら概観 し, 第 3 章では本学

で行 っ て い る ｢遠隔双方向教育シス テム ｣
.
の

5)

研究に つ い て述 べ る｡ 最後に , 第4 章では近
い 将来 の 電子 ネ ッ トワ ー

ク 時代 を展望 した
｢ 生涯学習支援 シ ス テム ｣ の 構想 を述 べ る ｡

2 J

･ 通信 メ デ ィ ア を応用 した教育形態

琴屯 世界に は遠隔教育手段をもつ 高等教
6)

育機関が数多く存在し, 従来行わ れ てきた教
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育形態 とはか なり異な っ た教授
･

学習が行わ

れて い る ｡ 遠隔教育はまた , 生硬教育の 枠組

み の 中で も重要な位置を占め るに違 い な い ｡

そ こ では従来 の教育実践で積み 重ねられた知

見が大 い に参考 に なるの は もちろん だが ,. ま

た新たに考え なければならな い 事柄や解決す

べ き問題 点 が 山積 して い る こ と も事実 で あ

る｡
一

つ の 重要 な問題点は, 講師が講義を進

め る際, 学習者が遠隔地に い るため に
｢
教室

に い る学習者の 雰囲気｣ をつ か む こ とが著し

く困難な こ とで ある｡ そこ で, 遠隔教育が ど

の ような学習形態で実践され, 問題点を どの

ように解決 しようと して い るか に つ い て考察

する｡

2 .
1 片方向 (

一

部双方向) の形態

従来か ら教育に利用されてき た通信 メ ディ

ア の 代表的 なも の に, テ レ ビ と ラ ジ オ が あ
7)

る ｡
わ が国の 放送大学は ア メ リカ, 西 ドイ ツ

で始ま っ た公開大学 ( o p e n u ni v e r sity) に な

ら い , 生涯学習の 時代 に即応 して, 放送等を

効果的に 活用した新し い 大学教育を目的と し

て198 5 年 4 月に 開校された ｡ 放送大学に おけ
8)

る教育シ ス テム で は, テ レ ビ
･ ラ ジオ等の 遠

隔メ ディ アを利用した
一

方向の 遠隔教育と郵

便 による通信指導を組み合 わせ たもの , お よ

び学習セ ン タ
ー

にお ける面接授業と い う二 つ

の 方法 が用 い られ, こ れにより, 通常の 学習

指導に近 い 形態 が確保さ れて い る ｡

一

方, イ ギリス の公開大学では, 印刷教材

を学習者に郵送し, 学習セ ン タ
ー

(全国に253

カ所) にお い て徹底した面接指導を行う こ と

で片方向の学習形態 の 欠点を補 っ て い る ｡ 学

習者 は, 場所や時間の 制約を受 けずに 印刷教

材を用 い て個別 に学習したの ち, 学習セ ン タ

ー と い う定め られ た 場所
･ 時間に面接に よる

講義を受 ける こ とに なる｡ こ の形態 が今 日の

典型的な公開大学 の実体 と い える ｡

国土が 広大 で学習セ ン タ
ー を設け面接指導

を実施す るの が 困難な, 北 ア メ リ カや カナ ダ

では , 特に電話や 電話会議 シ ス テム による学

習指導が活発 である ｡ 例えば, カナダの アサ

バ ス カ大学で は, 学習相談は電話で行わ れ,

面接は実施されて い ない ｡ 同大 では, 独 自に

開発 した電話会議シ ス テム を持 ち, い く つ か

の学習セ ン タ
ー

を結 ん で い る ｡ 面接指導を取

り入 れて い る公開学習大学 ( カ ナダ) にお い

て も, 学習セ ン タ
ー

に出向くの に最低でも10 0

マ イ ルの 旅行が 必要な学習者に と っ て は対面
9)

授業の 受講が 困難な場合 が多い ｡

2 . 2 双方向リア ルタイ ム の形態

ニ ュ
ー メ ディ ア と呼ば れる通信技術 の 飛躍

的発展は片方向の 遠隔教育には物足りなさ を

感じて い た関係者に , 双方向でか つ リ ア ル タ

イム の 教育環境を提供す る こ とに な っ た ｡ こ

の ようなリア ル タイ ム性を持 っ た遠隔教育シ
10)

ス テム は, 1 ) パ ソ コ ン 通信 と音声会議装置,
11) 12)

2 ) 通信衛星 3 ) C A T V と公衆電話 回線,
13) 5)

4 ) H D T V , 5 ) 双方向 C A T V な どの通

信 メ ディ ア を使用 して い る｡

こ の 中か ら代表例を挙げる と, 上記 1) に

該 当する パ ソ コ ン 通信によ る教材の プ レ ゼ ン

テ ー

シ ョ ン と, 音声会議装置を組み合わせ て

遠隔教育を行 っ て い る大阪工業会 の
｢ 電子遠

隔講義シス テム ｣ がある ｡ 講義は, セ ン タ
ー

と遠隔の教室を公衆電話 回線で結び, セ ン タ

ー

で講師が パ ソ コ ン の 画面を操作しなが ら講

義を進め る ｡ 遠隔地 の端末 ( パ ソ コ ン) では ,

セ ン タ ー

と 同じ画像教材が写 し出され, ス ピ

ー

カか らは講師の 声が聞こ えるようにな っ て

い る( 講師 の 顔は見えな い) ｡ し か し, 時間と

場所 の制約か らは開放さ れ て い ない ｡ また ,

大規模で実際に 利用され て い るもの に は, 2 )

の 日本電気の
｢ 映像双方 向衛星利用 の 遠隔教

育シ ス テ ム ｣ が ある ｡
こ の シ ス テム は, 全国

に 散在する1 2 教室を民間通信衛星を利用し双

方向に結び付けた大規模 な双方向遠隔教育 シ

ス テム である こ と が その 特徴 である ｡

次章に筆者ら が構築 した , 双方向 C A T V
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を利用 した シ ス テム に つ い て述 べ る｡

3 . 遠隔双方向教育シス テ ム

高岡短期大学で は, 大学開放事業の あり方

に関する研究の 一 環 として , 双方向 C A T V

シ ス テム を用 い た教授 および学習指導方法等

に つ い て の 実験 ･ 実践的研究を行 っ て い る ｡

3 . 1 研究の 目的と方法

具体的な研究 目的は, 以下 に挙げるとお り

で ある｡

① 学習指導に関して , 公開講座受講生(社

会 人) と学生 - の 同時講義( 1
､
対 2 教室)

による 比較

･ 属性 の 異なる (年齢
･ 職業 ･ 学歴等)

受講生 に対して こ の シス テム を使用した

場合 の教材研究 ･ 学習効果 の比較

･ 将来的に , 1 対 N 教室 で の シス テム の

運用 を想定した場合の 問題点の 把握

② 学習者の 人数と学習形態の 違 い による

シス テム の最適 な利用環境 の 発見

･
一

斉授業で の 利用

･ グ ル - プディ ス か ノ ン ョ ン を含む 講義

で の利用

･ 実験 ･ 実習 ･

実技を伴う講義での 利用

③ 講義科 目 (実験 ･ 非実験) の 違 い によ

る シス テ ム の有効 な使用方法 の発見

④ シ ス テ ム の 問題点の 把握

･

最適 な学習環境 の研究 ( モ ニ タ
ー

T V ,

音声, 学習形態等)
･ 講師側で の機器操作, 状況把握, 教材

提示機能の 問題点 の 改善

また, すで に放送教育開発セ ン タ ー

が実施

して い るス ロ ー ス キ ャ ン T V ( 電話 回線使用)

などを利用 した遠隔教育 の 研究成果 と本研究

の双方向 C A T V の完全動画を用 い る研究を

比較検討する こ とも予定して い る ｡

3 . 2 シ ス テム の 概要

本 シ ス テ ム は , 本学映像作成室 ( 講師側)

69

と映像利用室, L L 教室 ( 学習者側) を双方

向C A T V で結び , 1 対 2 教室で の 双方向動

画 ･ 音声の 送出お よび教材資料の 提示 を可能

にして い る ( 図 1 参照) 0

2 教室の うち, L L 教室 では個人用 の モ ニ

タ ー

T ･Ⅴによ っ て視聴 し, 映像利用室 では ,

教室 の 天井付設の 4 台の モ ニ タ
ー によ っ て視

聴する｡ こ れに よ っ て , 学習指導形態 の実験

を行う｡ さらに は, グル
ー

プ討議を取り入れ

た講義や実験 ･ 実習を伴う講義等の 学習形態

にも対応 できる ｡

14)

3 . 3 実験授業によ る評価

平成元年度に お い て は , シ ス テム お よび操

作の 問題 点を把握するとともに, 実験系､
｢
金

属材科学｣ お よび非実験系
｢
英語｣ の 科 目を

取り上げ, 効果的 な教授 ･ 学習方法に つ い て

の 実験授業を行 っ た ｡ 以下に現在まで の ア ン

ケ ー ト調査 の 考 察か ら得 られ た問題 点を示

す ｡ 実験授業 は, 実験系, 非実験系それぞれ

学生と社会 人に対して合計5 回実施し, 次 の

項目に関するア ン ケ ー ト調査を行 っ た ｡

a ) モ ニ タ
ー

T V に つ い て の 評価

b ) 音声に つ い て の評価

c ) 対面学習と の 比較に つ い て の評価

d ) シ ス テム と して の 稔合的な評価 (遠隔

学習 で感じた自由な感想)

ア ン ケ
ー トの 結果か ら, お よそ次 の 点が明

らか にな っ た
｡

① 適切 な学習環境に つ い て は, モ ニ タ
ー

T V の 大きさ, 学習者か らモ ニ タ ー T V

を見る仰角また は倍角, 明 瞭な音声な ど

学習者の 視 ･ 聴 の知覚が, ごく自然な形

に近 い もの で ある こ と が望 ましい ｡

② モ ニ タ ー T V を通 して の 教官 へ の親近

感は通常の 対面授業 の場合 ほ どに は期待

で きない ｡

③ 講師側か らみ て教室 の雰 囲気が モ ニ タ
ー

T V だけでは把握 しにくく, 学習者の

理解 に即応 した講義の ス ピ ー ドの 調整 が
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L L 教室( 学習者側)
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困難 である ｡

④ 遠隔授業 の た め , 講師は各種
の 教材( V

T R ･ ス ライ ド ･ カセ ッ トテ
ー プな ど)

を意識的に 多用する の で学習者は強
い 興

味を示す｡

⑤ 講師と の質疑応答 は, 逐次的になら
ざ

るを得ず, 学習者 に よ っ て は
｢ 会話する

( 普段 より大きな声を出す) ｣ こ とに 緊張

感を伴う場合 がある ｡

ア ン ケ
ー トで は, 表 1 (実験系) と表 2 (非
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実験系) に示す各項目に 5 段階評価を求め た｡

集計結果 は表中に示 してある
｡ なお , ア ン ケ

表 1 実験系 ｢ 金属材科学｣

a ) ･ 仰角に無理 は なか っ た
｡

･

画面 の大きさは適当｡

･ 奇麗 に - ッ キ リ見え る
｡

･ 板書はよく見える ｡

′
･ 資料は よく見える

｡

･
･ 板書 ･ 提示 ス ピ ー

ドは適 当｡

b ) ･ 音質は 明瞭､ 音量は適当｡

･ 話 の ス ピ ー

ドは 適当｡

･

マ イク の位置は適当｡

c ) ･ 緊張 しなか っ た
｡

･ 疲労感は なか っ た
｡

･ 教官 - の 親近感が増した
｡

･ 違和感は無か っ た
｡

･ 授業内容は理解できた ｡

d ) ･ こ の シ ス テ ム で学習は

で きると思う｡

表2 非実験系 ｢ 英語｣

a ) ･

白板 の文字がは っ きり読める｡
･ 提示資料 の文字がは っ きり読

め る｡

b ) ･ 音声が明瞭に よく聞こえ る
｡

c ) ･ 講義の 雰囲気がよく伝わる ｡

･ 普通の授業の 時と同様に講師

に親近感が持て る
｡

･ 普通 の授業に比べ て緊張する｡
･ 普通の授業に 比べ て疲労感が

ノ

な い
｡

d ) ･ 遠隔授業に十分使える
｡

7 1

- トに記入された学習者の 感想をもとに若干

の コ メ ン トを加 えた ｡

5 1----- 4 = - - 3 ◎---- 2 - - -- 1

5 -- - 4 ---- ◎3 - - -- 2 - --- 1

5 - --- 4 ---- ◎3 ------ 2 --- - 1

5 =- - 4 - ◎-- 3 - ‥- 2 --- - 1

5 - - - 4 ----1 3 - @ - 2 - --- 1

5 - - -- 4 -- ◎- 3 --- - 2 ------ 1
′

5 - - ◎ 4 ‥---- 3 ----- 2 -- ニー1

5 - @ - 4 - -1 3 - -- 2 ----- 1

5 - - - 4 - @-1 3 - - 2 - -- 1

5 ‥- - 4 ◎- - 3 -
-

= 2 - - 1

5一- - - 4 ---- ◎ 3 --- - 2 --- - 1

5 - - 4 --=-- 3 ◎- - 2 - - -- 1

5 ----- 4 - - ◎ 3 - - -- 2 - - -- 1

5 - - -- 4 ◎---- 3 - --- 2 ----- 1

5 1-- - - 4 - @-1 3 1 - - 2 ----l l

5 -- - 1 4 - - 3 - - @ 2 ----- 1

5 - - - 4 @--- 3 -- - 2 - -l l

5 I--1 4 ◎ - - 3 - --- 2 --- - 1

5 - - -- 4 - - @ 3 - - 2 - --- 1

5 -- - - 4 - - 3 @ - - 2 - - -l l

5 1
-

-
-

- 4 - -- 3 @ - 1 2 - - 1

5 1 - = 4 ----◎ 3 -- - - 2 - - 1

N - 2 4 , ( 平均値)

無理 が あ っ た ｡ ( 2 . 9 7)

不適当｡ ( 3 . 1 9 )

見えな い
｡ ( 3 . 2 5)

見えな い
｡

( 3 . 3 7)

見えな い ｡ (2 . 4 0 )

不適当｡ ( 3 . 4 8)

不明瞭 ･ 不適当｡ ( 4 . 0 8)

不適当｡ ( 4 . 2 1 )

不適当｡ ( 3 . 5 9)

緊張した
｡ ( 3 . 7 9)

疲労した
｡ ( 3 . 0 9)

親近感は減 っ た
｡
( 2 . 8 4 )

違和感を感じた
｡
( 3 . 1 4)

で きなか っ た
｡ ( 3 . 71 )

思わ な い
｡ ( 3 . 5 8)

N - 4 6 , ( 平均値)

読めない ｡ ( 2 . 1 6)

読 め な い ｡ ( 3 . 62 )

聞 こえな い
｡ ( 3 . 61 )

伝わらな い
｡

( 3 . 3 9)

持て ない ｡ ( 2 . 7 9)

しな い ｡

ある
｡

〈2 . 8 0 )

( 3 . 2 3)

5 --- - 4 ◎- - 3 - - -1 2 ----
-

- 1 使えな い
｡ ( 3

. 8 4 )

(1) 実験系 ｢ 金属材科学｣

ビ デオ教材等 の利用 は学習効果 を高め る の

に効果的だ とする意見が多い ｡ テ レ ビ と い う
メ ディ ア に 日常慣れ親 しん で い る学生に と っ

て, モ ニ タ
ー

T V を通して の 講義に は特に抵
抗感 が ない よう である ｡ 複数 の メ ディ ア の 組
み合 わ せ によ る教 材提示 は 緊張感 を持続 さ

せ , 学習効果を高め て い るようである ｡

(2) 非実験系 ｢ 英語｣
＼

まず第 一

に
｢
音声｣ に つ い て は, ヒア リ ン

グ等の学習に 関して, ○生 の声 では な い の で

違和感 が ない か
, ○会話が しにく い の では な

い か
, ○ い つ もより大きな声を出さ ね ば なら

ない の では な い か , l な ど平常 の 授業 でG真数師
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の 肉声 が学生 の親近感を左右 して い る こ とか

ら, こ れらの 点に 当初 多少 の不安が あ っ た が,

実際に はそれほ ど問題に ならなか っ た｡

第 二 に ｢教材提示｣ に つ い ては , 普段 の 授

業に比 べ , 主に モ ニ タ
ー

T V を通して の会話

や情報交換が なされるの で, ○ 目が疲れな い

か , ○視野が狭く ならな い か , ○
一 度に提示

できる情報量が少なく能率が悪 い の では ない

か
,
な どの 懸念 はあ っ たが , 講師の 教材提示

の 工夫, 配慮に よ っ て解決さ れる こ とが分か

っ た
｡

現在 ま で の と こ ろ
一

つ は っ きり した こ と

は , 講師が対面授業の ように教室の 雰囲気 を

把握す るため の環境を整える必要が ある と い

う点である ｡

一

つ の解決策と して , い わば
｢ チ

エ
- タ｣ 的役割を担う者を教室に 置く こ とが

考え られる ｡
た とえば , 実験授業の 場合 チ ュ

ー タ は, 各学習者の 学習状況を的確に講師に

伝達する ため, 学習者の 手元の ズ
- ム ア ッ プ

な どの カ メ ラ操作をす る｡ また, 講師が 同時

に何人もの 学習者か らの 質問を受 けた ときに

は; そ の場 でチ ュ
ー タが臨機応変に対応する

こ ともできる ｡

学習 へ の 集中力 と学習意欲を喚起する ため

に は多種類 の メ ディ ア を用意し, その効果的

な組 み合 わせ 利用 の 方法も考 えなければなら

ない ｡ ま た, 学習者の知覚活動 が ごく 自然な

形 で, 負担なく行われる こ と が重要である ｡

以上 本学 の
｢ 遠隔双方向教育シ ス テム ｣

に つ い て の べ たが , 完全動画方式に よるリア

ル タイム で双方 向性 の ある遠隔教育 シ ス テム

の 導入は , 伝統的 な教授
･ 学習 の ス タイ ル を

その まま遠隔地 に
｢ 模擬｣ する の に満足 の い

く程度にまで成功して い る ｡ 今後 の 重要 な研

究課題 としては , 当該 シ ス テ ム で の 講義科 目

の違 い による最適な学習指導法および学習形

態 の検討 であろう ｡

4
. 電子講座 シス テ ム の 提案

第2 章お よび第 3 章で述 べ た遠隔教育の 事

例 で の共通点は, 相互 に離 れた場所にあ っ て

ち, 講師と学習者との 間に可能な限り通常の

教室にお ける講義の あり方を
｢
模擬｣ しよう

と して い る点 である ｡ 遠隔教育に 双方向性が

導入さ れた結果, 対面性 がか なりの 程度達成

さ れたと い える ｡ しか し, まだ学習者間の
｢ 横

に広が るネ ッ トワ
ー

ク ｣ の持つ 教育機能の 重

要性 を認識す るに は至 っ て い ない ｡ 現在, パ

ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タと電子ネ ッ トワ

ー

ク の

15)

発展に より, 学習者の 端末( パ ソ コ ン) が
｢ 個 ｣

として の 独 自の 価値を持ちつ つ , 従来見られ

なか っ たネ ッ トワ
ー

ク に より新し い
｢ 情報｣

の 生産と利用が可能とな っ た ｡ こ の 環境 は,
16)

新しい 個人の 学習形態を生み 出して い る｡
17)

そ こ で , 次に パ ソ コ ン 通信の 持つ 教育用メ

ディ ア としての 利用可能性 を考察し, つ い そ,

公衆電話回線を利用した パ ソ コ ン 通信による

生涯学習支援 シ ス テム を提案す るo これは,

前章 の
｢ 遠隔双方向教育シ ス テ ム ｣ が比較的

伝統的な学習方法に傾斜 して い る の に対し,

ネ ッ トワ ー

ク時代 にお ける個 人の 学習環境整
18)

備 に重点をお い て い る ｡

19)

4 . 1 パ ソ コ ン通信技術の 利用可能性

学習者が , その 学習環境の 中で い か に効果

的に情報を得 て, それをうまく利用できるか

が学習意欲に 強く影響する こ とが多く の研究
20)

結果か ら明らか に な っ て い る ｡

パ ソ コ ン 通信の 教育用 メ デ ィ ア と して の 利

用可能性 は以下 の ように 要約 できる ｡

①積極的学習参加型の メ ディ ア である o

パ ソ コ ン 通信 を使 っ た
｢ 学習｣ と は, 電子

会議を中心 として 展開 し, 電子掲 示板
- の ｢ 書

き込 み ｣ により, 討論 がなされ る こ と ですす

め られ る ｡
従来か らの メディ ア で は, 情報を

提供す る者 と提供 さ れ る者 と の 間に,
｢ 発信

者｣ と
｢ 受信 者｣ の 明確 な区別 があ っ た が ,
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パ ソ コ ン 通信ネ ッ トワ ー

ク では, 学習者自身

が情報を積極的に発信 して討論に参加するこ

とが必要である ｡ すなわち, 学習者自身の 自

発的意志 に基づ い た学習で あり, こ の こ とが

学習効果を大 い に 高め る｡

②学習の 時間
･ 場所を問わない ｡

学習者は い つ でも, どこ か らでも自分 の興

味や必要に従 っ て 自由にネ ッ トワ ー クに 参

加 ･ 利用 が できる
｡ また, 電子 メ ー ル機能を

利用 した学習者同士 の 水平的コ ミ ュ ニ ケ -

シ
21)

ヨ ン により, 学習の 場が広がる ｡

③新し い 人間関係を作り出せ る ｡

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ･ ネ ッ トワ ー クにより,

地理的制約か ら解放された学習 グル ー プを組

織できる ｡ 書き言葉による会話と いう制約 は
22)

あるが, 電子会議室に お ける会話等も可能で

あり, 電子メ ー

ル では 1 対1 の親 密な対話も
23)

可能である
｡

④ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 情報を有効 に利用 でき

る ｡

学習情報の 記録 ･ 編集 ･ 検索等の機能に優

れて い る
｡ 欲 しい 情報は, その場でデ ー タ ベ

ー

ス を検索する こ とによ っ て得られ, また電

子掲示板 - の 書き込み も記録 として 残され

る ｡ さらに , グ ル
ー

プで の共 同執筆などに も

大きな威力を発揮する｡

⑤経済的である ｡

パ ソ コ ン 通信をテレ ビ会議, キ ャ プテン ,

C A T V な どの ニ ュ ー

メディ ア と比較する と

きわめ て経済的である ｡ パ ソ コ ン 通信 の ホ ス

ト局も他の ニ ュ ー メ ディ ア と比 べ 低 コ ス トで

構築で きる｡

4 ･ 2 電子講座 シス テ ム構築の 目的と内容

電子講座 シ ス テム の 構築 は, 上述 の パ ソ コ

ン 通信 の持 つ 教育用 メ ディ ア と して の 特徴 を

利用 し, 大学公 開講座 にお い て従来か ら行 わ

れ て い る
一

斉授業と い う枠組み に とらわれ な
い 新た な試み となる ｡

こ の シ ス テム で は, 電子掲示板や電子 メ -

7 3

ル の利用もさる こ とながら電子会議シス テム

の 一

つ の 応用として, 講師と学習者, 学習者

同士 が情報交換をする場を提供 し, 自由な学

習機会を与える｡ こ の こ と により, 従来の ｢教

師か ら学生 - ｣ の い わば ｢ 垂直型｣ , ある い は

教師主導型 の学習だ けでは なく, 学習者が主

体的に ｢ い つ でも｣
｢ どこ

､

でも｣
｢ なん で も｣

必要に応じて学習する こ との できる学習者主

導型 の 生涯学習支援 シス テム を目指す｡

ま た, 大学側 にお ける講座企画 の プレ ゼ ン

テ ー

シ ョ ン , プラ ン ニ ン グの 発案時に, 学習

者や講師を交えた 意見交換を公開で行 い , 広

く意見を求め て , 地域社会が大学側 に求め ､て

い る学習内容に つ い て の 情報を収集する｡ さ

らに, 講座 を受けた学習者に つ い て の 学習状

況 の把握, 学習相談 , 学習評価は随時行う｡

大学開放と いう時代の大 きな流れ の中で,
｢ 学習意欲 のある者は , 拒まず｣ さらに ｢ 地

域 の 学習 ニ ー ズ に即 した｣ 生涯学習の 機会を

提供する ご とを最大 の 目標 と して い る ｡

4 .3 シ ス テ ム 構成 と機能

シ ス テ ム は ホ ス ト局, 講師用端末, 教材作

成支援系, 学習情報管理分析系か ら構成され

る
｡ さらに , 学内 コ ン ピ ュ ー タとも接続する

( 図 2 参照) 0

1 ) ホ ス ト局

ホス ト局の - - ドゥ ェ ア は, パ ー

ソナ ル コ

ン ピ ュ ー タ, コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 情報蓄積用

の ハ ー ドディ ス ク(80 M B ) , 通信用 モ デム( 3

台) , プリン タか ら成る ｡ パ ー

ソナ ル コ ン ピ ュ

ー タ に は 多重 回線通信制御ボ ー ドを組 み 込

み , 5 回線をサ ポ ー トする ｡ 3 回線は学習者

か らの ア クセ ス用と して公衆電話 回線と接続

し, 1 回線は 講師用, 残り 1 回線は デ ー

タ ベ

ー

ス 検索用 とす る
｡

ホ ス ト局は以下 の機能を持つ ｡

a ) 電子 メ ー

ル

学習者と講師 ( 質問, 回答, ア ドバ イ

ス 等) , 学習者 と短期大学 開放 セ ン タ ー
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図 2 電子講座シス テム 構成図

( 講座 申し込み, 事務連絡 , ア ン ケ
ー ト

等) の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に用 い る ｡

b ) 電子掲示板

講座 の テキ ス ト(教科書) , 資料, 講座
･

フ ォ
ー ラ ム 等の 開催 の通知等, 情報の提

示 に用 い たり, 1 つ の 議題を提示 し, そ

れに対して各学習者が意見を発表し, 請

師も加 わ っ た討論を行う｡

c ) フ ァ イ ル転送

電子 メ
ー

ル
, 電子掲示板では取扱えな

い デ
ー

タ の転送に 用 い る. 例えば コ ン ピ

ュ
ー

タ講座等の 場合 , 例題 と なるプ ロ グ

ラム を送り, 学習者自身が実際に実行す

る｡ また, 学習者が作成 した プ ロ グラム

で, 目的通りに作動 しな い もの を講師に

送り, デ バ ッ グした結果を返送する ｡

d ) チ ャ ッ ト

学習者と講師, 学習者同士 の リア ル タ

イ ム の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が 実現 で き

る .

一

度に参加 できる人数に制限が ある

が , 教室授業 と同様な臨場感が得られる｡

e ) 学内 コ ン ピ ュ
ー タ の 利用( 5) の 学内 コ

ン ピ ュ
ー

タ との 接続)

2 ) 講師用端末

講師用の 端末は, R S 23 2 C ワイ ヤ レ ス
･ コ ネ

クタを経由しホス ト局と接続する ｡
こ れによ

り, 講師が ホ ス ト局 の 設置場所 に拘束される

こ と な( , 自分 の研究室な どか ら自由に学習

者と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 図る こ と が で き

る
｡ (学 内電話 回線の 利用 も考え られ る ｡)

3 ) 教材作成支援系

1 つ の 講座 で用 い られる教材 の 量は膨大 で

あり, 教材作成者の 負担も大き い ｡ 教材作成

支援系は , エ ディ タで作成した教材 の素 デ
ー

タを電子 メ ー

ル , 電子掲示板 などの デ
ー

タ用

と して , 自動的に 変換, 加工す る ｡

ノ 図, グラ

フ な どの 作成もこ の 系 で行う ｡

4 ) 学習情報管理分析系
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学習者か らの メ ッ セ ー ジは ホス ト局に より

蓄積され, 学習情報管理分析系により各学習

者ごと に履歴 として記藤 される . 履歴 デ ー タ

は, 診断 ･ 分析された後, 講師によ っ て次の

講義計画や教材開発に活用される
｡

5 ) 学内 コ ン ピ ュ ー タとの 接続

ホス ト局と本学の 大型 コ ン ピ ュ ー

タとを中

継機を介して接続し, 大型 コ ン ピ ュ ー タ の リ

ソ ー ス を有効に活用する ( デ
ー タ ベ ー ス 等) ｡

また本学 で作成された
｢ グル ー プウ エ ア｣ を

24)I
利用し, 学内の 利用者 (学生, 教官) と学習

者との コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を可能にする.

4 ･ 4 短期大学開放 セ ン タ ー

で の 利用形態

最後に, 本学の短期大学開放セ ン タ ー

で現

在行 われて い る各種 の大学開放事業 の 中か ら

電子講座シ ス テム を使 っ て支援で きる い く つ

か の例を挙げる ｡
･ 生涯学習情報デ ー タ ベ ー

ス

富山県内の 各種 の事業所が行う学習情報サ
､

-

ビ ス , ある い は公的機関で行われて い る公

開講座 の 学習情報をきめ こまかく提供 する ｡
･ 企業との共同研究 ･

コ ン サ ル テ ー

シ ョ ン で

の利用

遠隔地 の 企業 と の共 同研究 ･ コ ン サ ル テ ー

シ ョ ン などで も, 時間 ･ 場所に制約されな い

緊密な意見の やり取りが できる ｡

･ 短期大学と他の ネ ッ トワ ー クとの 接続

大手 V A N の デ ー タ ベ ー

ス に , ネ ッ トワ ー

クを結び短大 の ホス ト局をサ ー バ ー

と した各

種サ ー ビ ス を提供する ｡
･ 本学の 学生, 社会 人の 区別なく , 在宅 の ま

ま大型 コ ン ビ ュ ヤ タ の 利用 が可能

大型 コ ン ピ ュ
ー

タ の 資源を, どこか らで も

利用 できる
｡
た とえば, ホ ス ト コ ン ピ ュ ー

タ

の T S S 端末 と電子 メ ー

ル を使 っ で情報 の 交

換を可能にす る｡

5
. むすび

平成元年10 月3 1 日に 中央教育審議会稔会 に

7 5

報告された
｢ 生涯学習に関する小委月会審議
2)

経過報告書｣ のⅠⅠ, 『生涯学習の 基盤整備の 必

要性』 の 中に は, 今 日 の生涯学習の 状況をふ

まえた次の ような課題 が指摘さ れて い る ｡
『
まず第

一

は , 学習者が 自ら適切な学習機

会を選択し, 自主的に学習を進める こ と

ができる よう, 学習情報を提供する こ と

や学習者の ため の相 談体制を整備するこ

と ｡ 』

『
学習情報の 提供や学習相談体制を整備す

る ｡ 』

『地域 の生涯学習題設相互 の 間を最新の 情

報通信手段 で結ん で , 生涯学習に関する

情報の ネ ッ トワ ー クを構築する こ と が重

要 である ｡ 』

本稿 では , 上に指摘さ れた課題 を含め て,
2 5)

今 日の 情報化社会, 生涯学習時代に おけ る｢ 大
2 6)

学開放｣ の あり方を考 えたとき, どの ように

地域 の生涯学習の ニ ー ズに応え, どの ような

形で短期大学が生涯学習に貢献して いく こ と

が でき る か に つ い て パ ソ コ ン 通信 を優 っ た
｢ 電子講座 シス テム ｣ の 構想を述 べ た ｡

大学はそ の地域社会 では , 施設 ･ 設備 , 悼

報資料の 蓄積, 人材の 面等にお い て, 生涯学

習 の機 会 を提 供 で き る優 れた教育機関で あ

る ｡
｢ 地域 - の サ ー ビ ス ｣ ,

｢ 地域 との 交流｣ ,
｢
学習情報の 提供｣ そ して ｢ 地域 の ニ ー ズ の

把握｣ の ため に パ ソ コ ン 通信が威力を発揮す

る こ とは 間違 い ない
｡ その具体的な取り組 み

と して, 大 学公開講座, 地域 の企業と の共 同

研究 , コ ン サ ル テ ー シ ョ ン , 生涯学習情報の

提供 など メディ ア と して の パ ソ コ ン通信を用

い た
｢
電子講座 シス テ ム ｣ は強力な手段 と な

るo こ の 意味か らも生涯学習セ ン タ 丁 として

大学 ･ 短大 が 地域社会 に 果たす役割は, 今後

ます ます重要視され, パ ソ コ ン 通信ネ ッ トワ
ー

クを活か した公開講座 の 試み は, 将来 へ の

有効 な指針 となるも の と考 えられる
｡

末尾 ながら, こ の 研究に ご協力を い た だ い

た文部省の 放送教育開発 セ ン タ ー

, また貴重
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な示唆を賜 わ っ た本学産業情報学科佐藤孝紀 し上げる ｡

教授 および本学事業課の 各位 に心か ら感謝申

引用文献 ｡ 脚注

1) 1 9 6 5 年に パ リ で開か れ た ユ ネス コ 主催 の 成人教育推進委具合の 席上, 初めて
｢ 生涯教育 (lif el o n g

e d u c a ti o n) ｣
一

人間は 生涯 に わた っ て学習 が保障される べ きだ と言う主張 - と い う用語が使用され,

生涯 に わたる教育 の組織的な推進が提唱された .
わ が 国で は ,

1 9 8 1 年中教審( 中央教育審議会) が
｢
生

涯学習に つ い て ｣ と題する答申を行 い , ようやく その 政策化が始ま っ た .

2 ) 文部省大臣官房 :
"

中教審生涯学習に関する小委員会審議 経過報告 (全文)
' '

, 文部広報,
8 6 5

(1 9 89) .

3 ) 文部省 :
"

社会の 変化と生涯学習
"

, 我が国の 文教施策, 大蔵省印刷局, 1 9 8 8 , p p ･6~ 3 1 ･

4 ) ア メ リカ では , 早くか ら公立の コ ミ ュ
ニ テ ィ

ー
･ カ レ ッ ジ が地域住民 の要望 に密着した住民 の 生涯学

習 の場として 重要な役割を果た してきて い る. そうした公的機関は ,
現在まで; 眉本ではまだ十分に

は整備されて い るとは 言えな い .

5 ) ｢ 遠隔双方向教育シス テム の 開発研 究｣ は , 本学の 坂川 , 柿, 大場お よび放送教育開発セ ン タ
ー 若松

茂教授,
田代和久助教授に よる共同研 究で ある .

6 ) 放送教育開発セ ン タ
ー :

"

遠隔教育の 展望
"

, M M E 研究ノ
ー

ト, 3 8 (1 9 87 ) I

7 ) 放送と い うメディ ア を教育の新し い 手段として利用すると い う考えは, テ
レ ビが普及 し始め た1 9 50 年

代に な っ て
一 層強まり, 1 9 58 年 に は N = K が教育テレ ビ放送 を開始した ･ 当時か ら現在に至 るま で世

界的に もテ レ ビ が教育用 メディ ア と して きわめ て 大きな効果を持 っ て
い る と い う認識 は変わ っ て い

な い
.

8 ) 全国放送教育研 究会連盟, 日本放送教育学会編 : 放送教育5 0 年 そ
の 歩み と展望, 日本放送教育協会,

1 9 8 6
.

9 ) 若松茂 :
"

双方向技術による学習指導に関する研究
"

, 放送教育開発セ ン タ
ー

研究紀要,
1
,
1 4 7-1 7 2

( 1 9 8 8) .

1 0) 飯島浩, 雑賀健,
伊藤啓二, 寺田重則 :

"

大阪工業会電子遠隔講義シ ス テ ム
''

, 小高康邦編 : N E C 技

# ,
4 1
,
1 0

,
1 6 21 1 6 5 ( 1 9 8 8) I

l l) T o k u z o K a m a t a (1 9 89)
"

S a t ellit e- r el a y e d e d u c ati o n a l s y st e m
f o r th e e m p l o y e e s of T h e N E C

g r o u p : N E S P A C
"

T E C H N O L O G IC A L I N N O V A T I O N a n d L I F E - L O N G
E D U C A T I O N

,
T h e

u n i v e r sit y o f th e A ir N a ti o n al l n stit u t e o
f M u lti m e di a E d u c ati o n (1 9 89 ･

1 0)

1 2) 市川洋, 岡田稔, 小川英世, 土屋勝俊 :
"

C A T V 利用参加型遠隔教育シ ス テ ム
''

, 小高康邦編 : N E

C 技報,
4 1
,
1 0

,
1 5 7-1 6 1 ( 1 9 8 8) ･

1 3) Y a s ut a k a S b i m i z u ( 1 9 8 9)
"

D i s t a n c e e d u c ati o n vi a h ig h d efi n iti o n t el e vi si o n
"

T E C H N O L O GI C A L

I N N O V A T I O N a n d LI F E - L O N G E D U C A T I O N ,
T h e U n i v e r sit y o f t h e A i r N a ti o Ⅲ al I n st

it ut e of

M u lti m e d i a E d u c a ti o n (1 9 8 9 . 1 0)

1 4) こ の 研究は , 昭和6 3 年度より 3 カ年計画で実施して
し? るも の であ る･ 最終的な実験デ

ー タ は
,
平成 2

年度の 分 と併 せ て解析し発表する予定である ･

1 5) コ リ ン
･ パ イ著, 松下温訳 : パ ソ コ ン 通信 ネ ッ-トワ

ー

ク, 近代科学社 ,
1 9 8 7

･

1 6) N H K 生涯教育メディ ア研究会 :
ニ ュ

ー メ デ イ 7 は教育を変えるか , p ･1 3 7 , 1 9 8 8 , 啓学出版

こ の 文献に は パ ソ コ ン 通信 ネ ッ トワ
ー クを使 い 職業人教育を行 っ て い る例 が報告さ れて

い る ･ ( ニ

ュ
ー ヨ

ー

ク 工科大学 ( N Y I T ) で の職業 人教育に お ける
パ ソ コ ン 通信 の 利用例 ,

ま た エ レ クト ロ ニ

ッ ク
･ ユ ニ バ

ー シ テ ィ の例 など)

1 7) 田崎公郎編著 : 通信 の基礎知識, 日本実業出版社 ,
1 9 8 9 ･
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1 8) 西村美東士 :
"

パ ソ コ ン 通信は生涯教育に何を与える が
'

,
視聴覚教育,

1 0
,
6 4-6 7 ( 1 9 8 9) .

1 9) 西村美東士 :
``

パ ソ コ ン ･ パ ソ コ ン 通信と青年
"

, メ ディ ア革命と青年, 恒星社厚生軌 1 9 8 9 , p p .1 0 9

-1 4 1 .

2 0) 佐賀啓男 :
"

多メディ ア 利用事態に おけ る学習者の メ ディ ア知覚と教師の役割
' t

, 放送教育開発セ ン タ
ー

研究紀要,
1
,
9 5 -9 6
~
(1 98 8) .

2 1) 近年, ラ ッ プ ト ッ プ
･ パ ソ コ ン

,
ポ ー

タ ブ ル ･ ワ ー プ ロ が急速に普及して い る が, こうした機器を利

用すれば ,
地理的制約か らの 解放が 一 層進む .

2 2) こ の た め, 文字記号の み の伝達 では感情伝達が欠ける と い う不安もある . しか し
,
ま た対面しない 気

安さか らむしろ積極的な会話が期待で きる面もある.

2 3) 生まれも, 育ちも, 価値観も違う遠方の友人達と同じテ ー マ に つ い て討論を戟わせ , 経験した こ との

な い 新た な意見がある こ とに 気づ い たりもし
, 今ま でに な い 学習機会に接するこ と が望め る.

2 4) 小郷 直言, 米川覚 :
"

授業にお ける グル ー プ ウ エ ア利用 の 可能性
"

, 情報処理学会｢ 教育に おける コ ン

ピ ュ ー タ の 利用 の新し い 方法｣ シ ン ポジ ウ ム 論文集,
2 9- 3 8 (1 9 8 9) .

2 5) 市川昭午, 天野郁夫 : 生涯学習 の 時代, 有斐乳 1 9 3 3 .

2 6) 岡本包治, 山本恒夫編著 :
` `

大学 の生涯教育
"

, 生涯教育とは何か [課題か ら実践 へ] , ぎょ うせ い ,

1 9 8 6 , p p .2 9 7- 31 3 .
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